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論文内容の要旨
本論文は正面規則波中における船体運動および抵抗増加について理論的考察を行ない、系統的模型
実験により計算値の実用性を確かめるとともに、船型設計への応、用を試みたもので、次の 8 章から構
成されている。
第 1 章では、波浪中船体運動の計算法のうち、現在最も実用的と思われるストリップ法について考
究し、代表流速の考えと、船の前進速度の影響を取り入れた新しい計算法を求め、実際に数値計算の
できる形を求めている。
第 2 章では、上記新しい計算法に基づく計算値、および従来のストリップ法による計算値とを、代
表的商船船型 3 種、高速船型 7 種、数学船型 5 種、計15種の船型の模型船による水槽試験結果と比較
検討し、新しい計算法の方が実験値に近いことを確かめている。さらに一部の船型については、波高
に基づく非線形影響についても模型実験による考察を行なっている。
第 3 章では、波浪中の抵抗増加の理論計算法について考究し、船体表面を表わす特異点分布に関し、
従来用いられている丸尾の方法に前進速度め影響を考慮、した計算式を求め、数値計算上の注意点なら
びにその対策について述べている。
第 4 章では、波浪中抵抗増加の近似計算法についても新しい計算法を提示し、従来用いられている
種々の万法との比較検討を行なっている。
第 5 章では、第 2 章で述べた 15種の船型についての波浪中抵抗増加に関する模型実験結果を示すと
ともに、第 3 章、第 4 章で求めた計算値と比較して、新しい計算式の実用性を確かめている。また抵
抗増加に関しでも波高による非線形影響を調べる模型実験を行ない、その結果を示している。
第 6 章では、船型要素のうち、方形係数、幅喫水比、排水容積長さ比の 3 種について、波浪中船体
運動および抵抗増加との関係を明確にし、これら船型要素の影響を示す図表を作成している。
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第 7 章では、高速船型について波浪中の有効馬力を推定できる簡易な図表を作成し、この図表から
波浪中有効馬力の少ない船型を示唆している。
第 8 章では、波浪中船体運動理論を船型設計に応用した例として 向調周波数が低く、運動が小さ
い波長範囲の広い半没水船型と、縦揺れの小さいフィン付き船型とを示し、これらの模型船水槽試験
を行なって、その効果を確かめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は波浪中の船体運動および抵抗増加に関する理論計算法を改良するとともに、多くの船型に
ついての波浪中模型試験結果との比較によりその成果を実証したものである。すなわち規則波中船体
運動の計算法に対しては、代表流速の考え方を取り入れることにより従来のストリップ法を改良し、
抵抗増加の計算法に関しては、船体表面を表わす特異点分布を求める際に、前進速度の影響を考慮す
ることにより改良を行なっている。
また波浪中船体運動および抵抗増加に対する波高による非線形影響を実験的に調べているほか、系
統的模型試験および数値計算により船型要素の影響を明確にしている。
以上の研究成果は、船舶の耐航性能向上の面で造船工学の進歩に寄与するところが大きく、博士論
文として価値あるものと認める。
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